ZAFED =
X B HIE BEHE( ROXEEHFAT )
G
C ORI AEIKZ 13 50
LAFZOWTHEER 80 0w
CHEH 1,2 0 05
o 4F1,200M5
WA AR H
T B AT L) T M (o Z2ERKICHEI L 2T 7280, )
T R AR M
HE T 5 BT Pk AR ) B £
- g ae | B A
FERLE B | am g .
{ R & 3 2
234 9 A23H | Zd
| mzAoFERA 18 EFAOFSEEE B
AHEEC RREEREAR 1@, FREQEL 18,
PLER/LGCVWERZTHRIAT HEH
FHOENALEE ST E WL CORAR, AT 5 LERD ) EA)
A O mE M H AR ok ok ok k k k ok K K Kk
HH o
. j?? 168 - 0082 ®H 03 (8333)3333
£ P BT ERAZAIX * % % % % % % % * ( )
- ‘ﬁ%%ﬁi? - A ( )
M. BEER &
£ ( Ji)
AR il ﬁf i A2 3 H4&
z - IEA0 H
K 4| BEH R R
A
W ¥ S=#B
% (FHEORMPLEL STV ARVHYTORAE, AT LERH) A
' Z o E
Wi B
X T - A ( )
£ Fr
( J7)
T - A ( )
LA O
( 77)
Wbk on e
K% i
W K
(JB)  KFEOPREFRALTLZS v, offsri, WaLA, TN, BuefEA, FEARASUIFERGRA

DB ZFALTLZZE v,

—f% 1/ )

(942150)


治
タイプライタ
氏の変更許可

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
甲野　次郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本　１通、相手方の戸籍謄本　　通
除籍謄本　１通、住民票の写し　１通、
やむを得ない事由を疎明する資料

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
甲野　次郎

治
タイプライタ
コウノ　ジロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員
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治
タイプライタ

治
タイプライタ
１　申立人は、戸籍上「甲野」という氏を称しているが、出生以来「申野」が
正しい氏と信じて使用してきた。
２　申立人の父母も同様に「申野」という氏を使用してきたが、父は平成＊＊
年＊＊月＊＊日、母も平成＊＊年＊＊月＊＊日死亡している。申立人は、いつ
頃から父母がこの氏を使用していたのか聞いたことがないが、「甲」と「申」
が似ているため、このようなことになったのではないかと考えている。
３　申立人は、すでにこの氏が申立人に定着しているため、この氏を使用した
いと考えている。
４　申立の趣旨のとおりの審判を求める。

治
タイプライタ
申立人の氏「甲野」を「申野」と変更することを許可するとの審判を求める。




